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Immunological Maturationにおける 
Selectional Theory 
一般に骨髄由来の B細胞によって行なわれる抗体の合成は，抗原と B細胞表面
に存在するリセプターとの反応によって始まり，産生される抗体の免疫化学的性
質，特異性あるいは親和性などは， B細胞の持つ細胞遺伝学的に決定された内因
情報に基いていると考えられている。一方では，産生される抗体の親和性は経時
的に増加する (Immunologicalmaturation)ことが知られており， この現象は 
Eisen，Siskind，Benacerrafらによって抗原による高親和性抗体産生細胞の選
択と，選択されたクローンの永続的な増殖という，いわゆる selectionaltheory 
によって説明されてきた 1)。
しかし最近，いわゆる T細胞が産生抗体量ばかりでなく，その親和性の経時的
変化を調節していることがウサギの抗 DNP抗体産生のシステムを用いて証明
された九
すなわち，幼若ウサギの胸腺摘出あるいは，抗胸腺リンパ球抗体 (ATS)で十
分処理した後， DNP化ウシ 7・グロブリン (DNP-BGG)を抗原として月に l回
づっ免疫し，抗 DNP抗体量とその抗体の DNPに対する親和性を経時的に調
べたところ，胸腺摘出や ATSで処理した群で，抗体量は対照群の平均より 4.， 
5倍も高く， しかもその親和性は自由エネ Jレギーの変化として約 2kcal以上も
高かった。すなわちT細胞の供給源を断つ操作によって抗体量のみならずその抗
体親和性も増大することが判明した。つぎに DNP-BGGで免疫する前に担体で
ある BGGの様々な量 (5μg，50μg，500μg)を注射し，担体特異性 T細胞を様
々な程度に増加させて抗 DNP抗体量とその親和性の変化を調べてみると，前免
疫する担体 (BGG)の量に応じて，抗体量のみならず親和性も抑制されることが
判明した。これはさらに， BGGとは全く無関係な蛋白であるヒト血清アルブミ
ンで前免疫した動物にはそのような抑制がみられなかった。したがって， T細胞
の効果は，抗原ことに担体に特異的であることが明らかにされた。
またこの事実は， 担体特異性 T細胞に比較的な免疫学的寛容を成立させ，抗 
DNP抗体産生の誘導に必要な，いわゆる HelperT細胞に免疫学的寛容が導入
された場合には，抗 DNP抗体産生のみならず， その抗体親和性の低下がおこ
り，一方この担体特異性の免疫学的寛容が寛解して， optimalな数の T細胞が出
現すれば抗体量と親和性の急速な回復が得られることからも，より一層明確とな
った。これらの実験結果から著者らは， T細胞がu、かにして immunological 
maturationに関与し，抗体合成を調節しているかを推論した。
すなわち， optimalあるいは suboptimalの数の担体特異性 T細胞は，抗体
合成の Helperとしてすでに抗原によって選択された B細胞に働らく。この際
抗原と結合し易い高親和性 B細胞からその影響をうけるため抗体量のみならず親
和性も上昇し，いわゆる immunologicalmattirationがおこる。一方 supra-
optimalのそれは， suppressorとして抑制的に働らくが， この抑制も抗原によ
って選択され易い高親和性の B細胞から選択的に行なわれ，したがって平均の抗
体親和性の低下をきたすものと推論された。
このような考え方に立てば， T細胞の刺激によって産生される抗体量やその親
和性が強く影響されるということは容易に理解され得るし，従来説明の困難であ
った長期免疫後の抗体親和性の低下という現象をも予盾なく説明することが可能
であると思われる。
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